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海
運
同
盟
の
研
究
に
閲
す
る

参
考
資
料
に
就
い
て

• 

小

島

昌

太

部

1
1幅
運
同
盟
に
闘
す
る
論
文

E
本
誌
上
に
費
表

L
て
か
ら
、
私
は

度
々
そ
の
研
賓
費
科
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
る
。
よ
っ
て
、
乙
与
に

此
問
題
に
つ
き
興
味
を
有
す
る
方
自
た
め
に
比
一
文
を
椴
せ
る

1
1

英
吉
利
の
海
運
同
惚
勅
定
調
査
委
員
曾
(
一
九

O
六

1
九
年
}
の
報
告
書
に
列
曲
唱
す
る
所
に
よ
る
花
、
英
吉
利

及
び
そ
の
植
民
地
開
係
航
路
だ
け
で
、
大
小
の
海
運
同

盟
削
ち
コ
ン
フ
ア
V

ン
ス
は
、
常
時
阪
に
七
十
五
の
多
一

雑

海
運
同
盟
の
研
究
忙
闘
す
る
事
考
養
料
に
就
い
て

錯

き
を
計
へ
』
も
ま
た
北
米
合
衆
園
下
院
の
海
運
及
漁
業
委

員
曾
が
一
九
二
二
年
に
調
査
し
た
所
に
よ
る
吉
、
周
囲

閥
係
航
路
に
於
て
存
在
す
い
ι
コ
ン
ア
ア
V

ン
ス
は
入
十

あ
る
ご
一
式
ふ
こ
ご
で
あ
る
凶
こ
の
英
米
両
園
の
調
査
に

見
は
れ
た
る

2
y
フア
V

Y

1

の
中
に
は
雨
者
に
重
複

し
て
居
る
も
の
も
あ
る
が
、
併
し
之
に
よ
っ
て
も
、
コ

Y

ファ
V

ン
ス
の
網
は
殆

E
世
界
の
金
航
携
に
擦
っ
て

居
る
こ
ご
が
乱
げ
る
。
日
本
諸
港
を
合
む
航
踏
に
於
て

も
、
ヨ

V

フ
ア
v
y
z

の
存
在
す
る
も
の
は
大
正
十
三

年
の
調
査
に
よ
れ
ば
十
人
あ
る
。

か
く
め
如
〈
、
今
日
同
際
的
主
要
航
路
に
於
て
は
殆

…
H

と
纏
て
コ
Y

フア
V

ン
ス
の
存
在
せ
ざ
る
も
の
な
き
位

で
あ
っ
て
、
定
期
船
業
者
は
こ
の

2
y
ファ

v
y
月
組

織
の
下
に
、
或
は
大
な
る
程
度
に
於
て
或
は
僅
か
な
る

税
度
に
於
て
、
相
互
の
競
守
を
制
節
し
、
濁
占
的
地
位

を
占
め
て
一
、
賃
率
に
闘
し
で
は
概
ね
加
盟
者
会
館

ω協
γ

調
に
於
て
管
業
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
定
期
般
事
業

が
、
か
〈
の
如
〈
或
程
度
の
濁
占
の
下
に
行
は
る
、
結

果
Z
し
て
、
不
定
期
般
事
業
も
亦
、
或
範
圏
内
に
は
、

之
が
篤
め
に
、
そ
の
替
業
の
上
に
何
等
か
の
影
響
を
受

第
二
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特

銑

海
運
同
盟
四
研
究
に
闘
す
る
参
考
養
料
に
就
い
て

け
ぎ
る
を
得
F
る
関
係
に
あ
る
。
故
に
海
運
に
閲
す

る
殆
ど
総
て
の
重
要
な
る
問
題
は
、
コ
ン
フ

ア
レ

y

ー
な
る
も
の
ιTF

了
解
せ
、
き
れ
ば
、
其

異
質
の
意
味
を
把
握
し
得
な
い

Z
言
っ
て
も
差

聞
は
な
い
。
従
っ
て
、
ヨ
ン
ア
ァ

v
y
z
に
関
す
る
肝

究
は
、
海
運
経
済
の
研
究
に
於
て
も
海
運
政
策
の
証
明
究

に
於
て
も
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
で
ゐ
品
。
の

み
な
ら
宇
‘
海
運
な
る
も
の
は
、
掛
外
貿
易
ご
頗
る
密

接
な
る
関
係
あ
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
海
運
に
於

て
濁
占
放
践
を
つ

f
る
所
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
研
究

は
、
品
到
外
貿
易
政
策
の
研
究
に
於
て
も
亦
等
閑
視
す
る

を
得

F
る
所
で
あ
る
o

ヨ
レ
フ
ア
V

ン
ス
の
研
究
に
開
L
第
一
次
的
の
意
義

を
有
つ
会
考
資
料
は
、

コ
ン
ヲ

7
レ
シ
ス
契
約
友
び
コ
シ

7

7
レ

シ
ス
と
荷
主
と
の
取
引
関
係
を
表
-
一
市
す

る
書
類

で
あ
る
。
コ
Y

ファ

v
y
z
契
約
は
、
ヨ
Y

フ
ァ
レ

y

z
存
立
の
法
的
基
礎
で
あ
っ
て
、
加
盟
者
相
互
の
関
係

(
第
二
披
一
五
二
)

が
之
に
規
定
せ
ら
れ
、
彼
等
が
如
何
な
る
方
法
に
よ
り

て
相
互
の
競
争
を
制
限
じ
、
且
つ
如
何
な
る
方
法
に
よ

っ
て
相
互
の
利
害
を
調
節
し
て
居
る
か
い
之
に
表
示
せ

ら
れ
て
居
る
。
故
に
ヨ
Y

フ
ア
レ
ジ
ー
な
る
も
の
が
如

何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
ず
炉
』
知
る
に
は
、
こ
の
同

盟
契
約
を
調
査
せ
ね
ば
な
ら
向
。
併
し
同
盟
契
約
に
よ

。
て
知
ら
得
る
所
は
、
只
同
盟
の
基
本
的
内
部
関

係

rけ
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
部
関
係
を
知
る
が
た

め
に
は
、
更
に
コ
ン
ブ
ア

v
y
z
叉
は
そ
の
加
現
曾
吐

ご
荷
主
す
の
取
引
関
係
を
調
査

L
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
』
の
取
引
閥
係
に
よ
b
て
、
五
日
々
は
、
同
盟
は
荷
主
じ

苦
し
如
何
な
る
地
位
に
立
っ
か
、
又
如
何
な
る
程
度
の

濁
占
を
有
す
る
も
の
な
る
か
を
如
り
得
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
加
盟
者
相
互
聞
の
内
部
闘
係
も
、
コ
ン
ア

ア
v
y
z
t
荷
主
ご
の
取
引
関
係
も
、
此
等
は
必
中

L

も
凡
て
文
書
に
よ
っ
て
表
示
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
は

な
い
。
否
寧
ろ
主
一

Z
L
て
文
書
た
る
形
式
を
己
ら
中

L

て
此
等
の
闘
係
は
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
同

盟
契
約
に
至
つ
て
は
、
縦
ひ
文
書
に
於
て
作
成
せ
ら
れ

τ居
る
場
合
で
も
、
之
に
加
盟
者
相
互
の
総
て
の
内
部

第
穴
十
血
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関
係
が
規
定
せ
ら
れ
て
居
品
薄
で
は
な
〈
も
軍
に
基
本

的
な
る
内
部
関
係
が
規
定
せ
ら
れ
て
居
る
だ
り
で
、
そ

の
他
の
内
部
闘
係
は
。

z
t
q耳
目

g
z又
は
の

m
Eザ

E
Eぽ

E
号
耳
目
色
ロ
岡
田
さ
し
て
存
在
す
る
に
止
ま
る

場
合
が
多
い
。
放
に
同
盟
契
約
が
文
書
に
於
て
作
成
せ

ら
れ
て
居
h
ノ
、
而

L
て
そ
の
契
約
文
書
を
吾
々
が
研
究

資
料
ご

L
て
利
用

L
得
と
場
合
に
於
て
も
、
之
に
よ
ち

て
知
b
得
る
所
は
、
軍
に
コ
ン
フ
レ
ア
シ
ス
の
基
本
的

内
部
開
係
打
け
で
あ
る
。

ご
-
」
ろ
が
、
研
究
者
に
ご
っ

τ最
も
困
る
事
柄
は
、

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
内
部
閥
係
な
る
も
の
は
椅
カ

秘

密

の

裡

に

保

た

れ

、

同

盟

契

約

書

の

知

事

は
、
決

L
て
之
ef
局
外
者
に
窺
知
ぜ
し
め
な
い
1

ニ
ピ
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
海
運
事
業
な
る
も
の
は
、
本
来
競
守

的
性
質
に
宮
む
も
の
で
あ
っ
て
、
コ
ン
フ
ア
レ
ン
λ

は

こ
の
競
争
に
よ
る
共
倒
れ
の
危
険
脅
避
吋
ん
が
た
め
に

組
織
せ

ιれ
る
色
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
部
開
係
が

間
関
外
の
海
運
業
者
い
し
漏
れ
、
そ
の
鰐
業
の
や

b
方
が

之
p
k
h
知
ら
れ
る
芭
き
は
、
之
に
よ
り
て
夏
に
競
筆
者
を

誘
稜
[
、
コ
ン
ブ
ア
V

Y

ス
設
立
の
目
的
が
破
壊
せ
ら

雑

録

海
運
同
盟
由
研
究
に
闘
す
る
品
物
考
寄
料
に
就
い
て

る
、
虞
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

工
業
平
鍍
業
に
於
け
る
カ

1
ル
テ
ル
に
あ
っ
て
は
、

カ
1
ル
ア
ル
を
組
織
す
る
正
共
に
、
そ
の
裳
同
の
資
カ

を
以
て
生
産
原
料
の
大
部
分
を
支
配
す
る
の
地
位
仁
立

つ
の
で
あ
る
か
ら
、
外
部
に
開
業
者
が
あ
っ
て
も
、
彼

等
は
カ

1
ル
テ
ル
の
濁
占
を
援
す
に
足
る
に
げ
の
カ
を

有
も
得
な
い
。
従
っ
て
芳

1
ル
ア
庁
組
織
白
樺
に
、
濁

占
を
破
ら
ん
さ
す
る
競
争
者
を
排
斥
す
る
作
用
を
具
へ

て
居
る
。
故
に
そ
の
内
部
関
係
が
縦
ひ
同
業
者
に
知
ら

れ
て
も
、
之
に
よ
っ
て
濁
占
的
地
位
が
覆
古
品
、
虞
が

あ
る
評
で
は
な

ν。
従
っ
て
必
中

L
も
之
を
秘
密
に
保

つ
必
要
が
な
い
I

。
然
る
仁
海
運
仁
於
り
る
カ

1
ル-ブル

で
あ
る
所
の
・
』
の
コ
ン

y
ァ
ν
y
ス
な
る
も
の
に
は
、

生
産
原
料
の
支
配
、
己
云
ふ
傑
な
こ
ご
は
会
〈
な
(
、
只

生
産
手
段
吉
見
倣
し
得
る
所
の
般
舶
を
支
配
し
て
居
る

に
け
で
あ
る
o

而
も
船
舶
の
支
配
な
る
も
の
は
、
生
産

手
段
の
日
n
吉
弘
〈
仰
の
支
配
E
は
な
り
得
な
い
も
の
で

あ
る
。
船
舶
な
る
も
の
は
何
人
に
て
も
所
有

L
叉
は
傭

船
す
る
・

3
」
が
出
来
る
も
の
で
、
そ
し
て
海
洋
は
高
人

の
自
由
な
る
使
用
に
提
供
せ
ら
れ
て
居
る
会
道
で
あ
る

第
二
十
巻

(
第
二
競

一
五
三
)
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園

内

の

事

柄

は

、

に

於

て

も

故

ιに

E
呂
町
内
仙
密
に
保
だ
ん
ご
す
る
も
り
で
は
な
い
か
ら
、
多
少
の

煩抽
7
e
f
厭
は

F
れ
ば
之
を
知
る
こ
ご
は
必
宇
し
も
困
難

で
は
な
い
が
、
併
し
特
殊
の
荷
主
こ
の
取
引
又
は
荷
主

組
合
ご
の
契
約
の
如
き
は
、
初
め
よ
ら
秘
省
に
せ
ら
れ

て
居
る
も
の
も
ゐ
り
、
又
縦
ひ
秘
密
を
要
す
る
事
柄
で

は
な
〈
吉
も
、
郎
等
は
彼
等

ωな
事
で
あ
り
、
又
内
情

に
属
す
る
事
柄
で
、
世
間
に
竣
表
す
べ
き
も
の
で
も
な

い
か
ら
、
局
外
者
ご
し
て
は
之
を
知
る
の
便
宜
は
な

、
。故

に
、
コ
ン
ア
ア
V

Y

式
契
約
や
コ
ン
ア
ア

v
y
z

t
荷
主
Z
の
取
引
関
係
を
表
示
す
る
所
の
文
書
は
、
コ

ン
7
ァ
V

V

1

の
研
究
資
料

Z
L
τ
第
一
次
的
意
義
を

有
つ
も
の
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
現
に
有
放
に
行
は
る
、

そ
れ
ら
は
、
嘗
事
者
以
外
の
一
般
の
人
々
の
窺
知
し
得

ぎ
る
も
の
で
、
只
特
殊
の
便
宜
を
有
す
る
も
の
、
み
が

利
用
し
得
る
所
の
も
の
で
ゐ
る
o
従
来
、
工
業
や
鏡

業
に
於
け
る
カ

1
ル
ア
U
F

に
闘
し
て
は
、
多
数

の

曾

重

す

ぺ

き

研

究

が

袋

表

せ

ら

れ

た

に

拘

は

ら

す

、

海

運

に

於

け

る

カ

1
ル
ア
ル
た
る
所

-' -， c， 
円。
ー，

" " 同
吋

己
n 
同
町
ι 
Fキ。
『
ロ

E -"' F 
n 

F 壱
o! 
0 
・常

国

ロ
』争、

U 
吋

ロ
】

Eω 
「千ー.。
ロ

。
『
切
己
n
r

ω 
ω 

己
目

mw間口
wmロ】内田丹
ω

n
o
z
Z
F
m
w
。
F
E
E
E
包
ν
吉
山
門
戸
吉
田
。
ω
昨
日
月
五
、
さ
F
2
M

mw司

HU--ロ
叫
円
。

ω内
向
山
田
ω
F
f
z
D内
耳
宮
内
再
三
島
町

2

F
弓

H
F
内

Z
E
P
E
Z
耳
目
門
『
山
唱
。

-
R
o
z
p
z
-

〉

ηop

ω
庄司
E
E内

m
z
E
F
2
a
m
F
o
-
-
D
E
。
ぶ
常
常
牛
吉
伸

ro

no司
百
件
件
河
内
向
守
己
同
司
己
主
主
神
可
円
。
岳
E
円

ω叫
耳
E
H】
S
E
W

E-己
目
H

・
0
ロ
己
凶
作
四
回
‘
。
己
目
色
丹
}
凶
釦
片
山

ω
E同
45ωω

唱。コ

ι一D
m
w

o時
同
『
山
一
円
。
昨
]
は
内
『
-
-
口
。
ω
凶]μ
。
己
]
仏
国
。
同

Fm
口一戸川凶己ぬ

ωAリ』ロー

考
古

F

r

z

凶一ロ

E
凶

叶

r
o

" ω 

c局.ff 百官 3 E子~
d 9 旦百 g F45 
B EL 住~田宮 M. 8 
" (! 石 }イ 岡山 " Q 
の凶伶巳ピ " 
"αqωω~ ..-+ "< 。。・ 0 司 V とナ 一
時、注~:::::..o (þü'

~ 8.，・ 1 ロ HEL
「令同

E巴 ZF三EiI 。 山内
丹t:"..::::..何

吋 "" 炉ー ~ 戸 。
トG2 5・F己2.. ~ 
円'リ ζ

。 ω~ 町、 ω= 。トザ祖 マヲ 〔

害・ 臣~ 3 ~ 見 P
5 奇言・ s ~ s・E
山 1);空間同~ ;z. a 

・ゅの"r:，. 0 :::; rr 日

>: r;ロ;:: (i) d 
仰吋コロハ而 ii. ぬ
コーの Lω 巴
山田口.JJA aJhi 
m 目 Q ~;'~8.. 
自己田町内 o '!' 

R 山内o' ωω
=q~ ::iC1SËr =.唱に円 U

L42 岳高見通
信内了ロ Iω

E
P円

mw己

同一戸内山門

コ
ン
ア
ア
V

ン
ス
の
外
部
関
係
、
却
も
荷
主

Z
の
関

係
に
つ
ハ
ー
で
も
、
一
般
の
荷
主
ご
均
等
な
る
取
引
の
範

雑

録
嗣
開
海
運
同
盟
白
研
究
に
闘
す
る
参
考
費
料
に
就
い
て

コ
ン
ア
?

V

Y

1

第
二
十
巻

(
第
=
毅
一
五
五
)

四
四
九

Report on Steamship Agreements and Affiliations in the Arneric乱nForeign 
and Domestic Trade， p. 294-5 

1) 



円。}。ロ目白
-qω
品。
w
E己
冶
同

ω。w
t弓
『
耳
目
E
丘町
-
R
E
2
岡、

同『
E
M
M
J
ω
F
。c-《
H
F
O
H
m
w
r
o
p

『
可
庁

mmuz-民
。
ロ
。
円
。
己
M
O
?

き
R

Z
云
ふ
目
的
を
以
て
任
命
せ
ら
れ
た
る
E

問。

E-

円。
E
E
H田
一
。
ロ
さ
が
精
細
な
る
調
査
研
究
の
結
果
瑳
表

し
た
報
告
書
で
ゐ
る
o

こ
の
委
員
曾
は
十
九
人
の
委
員

よ
h
組
織
せ
ら
れ
、
コ
ン
ア
ア
レ
ン
月
加
盟
者
、
不
定

期
船
主
、
貿
易
業
者
、
商
業
曾
議
所
代
表
者
等
の
六
十

一
七
人
の
利
害
関
係
者
を
諮
人
己
し
て
喚
問
L
、
又
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岡
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憲
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